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 　一般財団法人日本造船技術センター（SRC）は、昭和 42 年（1967 年）5 月
12 日に運輸大臣による設立許可を受けて財団法人日本造船技術センターとして発
足いたしました。以来、半世紀以上水槽試験を中核とした事業を行って参りました。

　当センターでは、船舶の船型、推進器に関する各種水槽試験、船舶の設計・建
造監理業務、調査研究など設立当初から行っていた事業に加えて、平成 16 年から
は、海外への技術協力事業に取り組んで参りました。更に、平成 29 年度からは、
本センターが長年にわたって蓄積してきた技術・知見・人材等を活用して、船舶技
術に関する総合的なコンサルティング事業に取り組んでおります。

　世界の造船分野で、我が国造船業は、中国や韓国との熾烈な受注競争を行って
おり厳しい状況におかれています。その一方で、昨今は、環境意識の高まりや安
全性の更なる追求といった社会的ニーズに対応した世界的な技術的課題の解決が求
められています。これは、我が国造船業の強みである高い技術力を発揮し差別化
を図ることにより、国際競争力を強化する好機でもあります。

　このため、当センターといたしましても、その持てる力を最大限発揮し、造船業、
海運業、舶用工業等の海事クラスターの一員として、その発展に貢献することを通
じて、更には地域社会・経済と国際社会の発展、地球環境の保全等に貢献して参
りたいと考えております。

　今後とも、海事産業の発展に貢献するという私どもの使命を忘れることなく、役
職員一同、精進・努力して参る所存でありますので、今後ともご指導、ご鞭撻を賜
りますようお願い申し上げます。

会　長　伊　藤　　　茂
総合コンサルティング
事業室
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船舶に関連する経済・技術面に
おける総合的なコンサルティング

総合コンサルティング→17ページ



船舶に関連する経済・技術面に
おける総合的なコンサルティング

総合コンサルティング→17ページ



進められ

した
とされ



進められ

した
とされ



（鳥瞰図）



（鳥瞰図）



47 28



47 28



JICA海外経済・技術協力プロジェクト、144件のその他政府
機関及び民間法人の受託調査等に携わっています。
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設計

当センターが蓄積してきた船舶技術を活用し、新しいコン
セプトの船舶の開発や、船型改良等を提案します。

【当センターで開発した新コンセプト船の実例】
● 749 総トン型の黒油タンカーのダブルハル化を、シングル

ポッド方式の電気推進の採用等により実現
● 積載貨物量を減らさずに、条約に基づく居住性の向上等を実現する新型内航貨物船の設計
● バラスト水を積まない船“NOBS（Non-Ballast Water Ship）”、バラスト水が必要最小限で

航行可能な船“MIBS（Minimal Ballast Water Ship）”の開発

当センターで蓄積してきた水槽試験の経験を活かして超高精度な数値曳航水槽を開発してい
ます。
現在、船型設計分野で広く利用されている数値計算（CFD）は水槽試験の補助的な位置付け
とされていますが、船体周りの乱流を詳細にシミュレートすることにより曳航水槽を代替し得る
精度と信頼性が得られるCFDの開発に取り組んでいます。

乱流境界層の制御、騒音解析、任意形状の付加物解析など既存のCFDでは対応困難な課題や
曳航水槽試験では把握が困難な流場の詳細解析についてスーパーコンピュータを使って解析処理
します。

3. 超高精度CFD（Computational Fluid Dynamics）技術の開発

船側付近の自由表面上に表れる乱流境界 船尾における複雑な乱流境界層内の渦構造

船尾部の圧力分布及び流場図船底付近の乱流渦構造
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委託を受けて

最新の技術に関する情報の提供、今後の技術動向についての
意見交換を行うとともに、SRC に対するご要望をお聞きする
目的で定期的に技術懇談会を開催しています。
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業務の紹介（総合コンサルティング事業）

技術セミナー

当センターと学界・産業界等がそれぞれ持つ技術的知見と研究開発能力とを結びつけ、当セン
ターが実施している業務の充実・拡大または当センターの技術力の向上に資するとともに、我
が国造船業の発展に貢献することを目的として共同研究を行っています。近年では、建造現場
の生産性の向上、船内環境の整備、省エネ船に関する研究開発等を進めています。今後も外
部機関との連携を進め相互の技術の発展向上に積極的に取り組んでまいります。

【共同研究テーマの例】
● レーザ・アークハイブリッド溶接の研究開発 ● 船内騒音の推定法の研究開発
● 船底空気循環槽による摩擦抵抗低減の研究開発 ● 船型設計データベースの調査研究
● 浮体海洋構造物の調査研究

1. 総合コンサルティング事業
● 船舶の船型開発、性能の検証と改善、基準適合性の確認、技術支援、技能伝承等に係る総

合的なコンサルティング
● ＳＲＣの各部門（水槽試験部門、海洋技術部門、技術開発部門、研修部門）の総合力を結

集した対応
● 外部機関、設計会社等との協業による対応
● 人材育成、研修、教育への協力

我が国の造船、舶用工業分野で、経営、企画、技術開発など
に携わられている関係者に対し、最新の情報、当センターの
研究開発成果等に関する情報を提供することを目的として、毎
年技術セミナーを開催しています。

船舶の基本計画から、建造、引き渡し、就航後の問題解決、修繕、
解撤にわたるご相談に対応いたします。

技術セミナーの模様

コンサルティングの事例

ルール適合

建造監理

基本計画・仕様書の作成

船型開発

ニーズに応じた基本計画、引合書類の作成を行います。
基本設計

詳細・生産設計

進水・艤装・引渡し

就航・航海

退役・解撤

建　　造

EEDI や復原性など各種ルールの適合確認をします。

トラブル対応・相談
トラブル解決サポートや性能改善・次期開発船の提案などの技術的支援を行います。

劣化診断
船体や機器類の劣化診断、保守管理の支援等を行います。

CFD や SRC の DB を用いて、船型開発
や性能改善を図ります。
・SRC Tips
・CFD
・PD プロペラ設計システム

各種水槽試験により性能確認を行います。
・抵抗自航開発 ・プロペラ単独性能試験
・キャビテーション試験 ・PMM 試験
・波浪中試験

・建造用図面の審査
・建造中検査業務の支援
・工程監理
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